機　密　保　持　に　関　す　る　誓　約　書
社会医療法人 仁愛会　御中

　社会医療法人 仁愛会（以下「甲」という。）に対し、●●●●（以下「乙」という。）は、新潟中央病院基本設計業務委託公募型プロポーザル（以下「本案件」という。）にあたり、甲が乙に開示した本件機密情報等を適正に保護することを目的として、次のとおり誓約する。以下、本書を「本誓約書」という。
（本件機密情報等）

第1条　本誓約書において「本件機密情報等」とは、対象となる医療介護施設等及びその財産などに関し、文書、口頭、その他媒体を問わず、甲が乙に開示する全ての情報及びこれに基づいて作成された資料その他の情報をいうものとする。ただし、次の各号の情報は本件機密情報等には該当しないものとする。

（1）相手方から開示された時点で、既に公知となっていたもの
（2）相手方から開示された後で、自らの責に帰すべき事由によらず公知となったもの
（3）相手方から開示された時点で、既に自ら適法に保有していたもの
（4）正当な権限を有する第三者から開示されたもの
（機密保持）

第2条　乙は本件機密情報等を善良な管理者の注意をもって取り扱い、甲の事前の承諾を得ることなく、第三者に開示しないこと、及び、本案件の検討以外の目的に使用しないことを誓約する。
２　乙の取締役、執行役、執行役員、監査役、従業員（総称して以下「役職員」という。）であり、かつ、本件に関連して機密情報の開示を受ける必要のある者は前項にいう第三者としないものとする。

３　乙は、弁護士に対し、本案件の検討に必要な範囲で機密情報を開示し、これらの者との間で機密情報を共有することができるものとする。
４　乙は、前２項に基づき機密情報を開示した先に対し、本契約に基づく機密保持義務を遵守させるものとし、これらの者の機密情報の取扱いに関し監督する義務を負う。
（有効期間）

第３条　本誓約書の有効期間は下記の誓約日より発効し、誓約日より１年間存続する。ただし、甲と乙との間で別途契約が締結された場合には、当該契約の定めに従う。
以上、誓約の証として本書を作成し、乙が記名捺印の上、甲に差し入れるものとする。
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